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レ

レ

魚

の

ヤ

モ

そ
の
昔
、
川
一
杯
に
一
れ
っ
て
ゐ
た
鮭
が
全
然
姿
を
比
せ
ず
ア

イ
ヌ
這
は
餓
化
寸
前
に
諮
い
つ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ

T
o
↑気

の
毒
に
思
は
れ
た
神
様
は
そ
の
姿
を
抑
の
穏
に
似
せ
ー
に
小
魚
を

川
に
浜
ら
せ
に
な
っ
た
0

州
内
科
り
は
喜
ん
で
こ
れ
を
尖
し
、
シ
ジ

ユ
ハ
モ
と
名
付
け
吃
の
冬
、
を
無
事
に
越
す
こ
と
が
出
来
た
し
し
一
五

う
0

「
シ
ジ
ユ
」
は
抑
の
菜
、
「
ハ
モ
」
は
魚
を
意
味
す
る
o

v
v
ヤ
モ
の
誤
認
は
シ
シ
ユ
ハ
そ
で
あ
る
o

毎
年
十
一
月
二
十
日
前
後
£
立
る
と
本
道
の
抽
出
つ
か
の
河
川

で
は
V

シ
ャ
モ
の
沢
上
で
阪
は
っ
て
来
る
o
昆
腕
川
、
釧
路
川
、

明
瑚
コ
糊
湖
南
」
叫
利
寸
湖
国
南
」
十
勝
、
大
津
川
、
及
び
鵡

薄
憧
瞳
一
円
守γμ
円巴どl」ι一「一押岐哩一「1
l
|
〔伊1μζ|」一
川
、
沙
流
川
な
ど
が
そ
れ

一ニ豆一右、一函四己一一一二

O

一
=
孟
ニ
孟
一
亘
亘
、
四
貝
穴
孟
且
で
、
こ
の
外
茶
路
川
、
庶

一=一=三一=一ニ一つ?.一一一二一ご一一己
ο
、四児九卒八ヰ一路川、阿附黙裂門担F
川
附
悠
貯
に
も
訴

一四旦一凡合口、ゴ三一己口Q
一三三一ニ二一二一二一二一
T
一去、=邑口口晶一

1!!l:I

一

一

二

一

一

〈

」

4

上
が
見
交
け
ら
れ
る

一
五
一
一
ス
八
、
=
石
Q

一
二
三
一
四
{
〕
、
Z
D
S

一
六
一
=
一
一
、
九
豆
一
二
旦
一
七
、
喜
一
昨
年
十
一
月
、
毎
年
鑑

一
七
一
言
一
六
、
五
三
一
一
一
一
五
一
美
、

B
a
蹟
長
業
で
あ
る
大
津
漁
業

一
八
一
男
、
警
一
回
一
一
二
三
一
一
口
、

c
A
協
同
制
令
官
民
施
の
ジ
シ
ヤ

一
生
三
、
き
四
一
平
均
一
一
一
一
六
、
九
五
=
一
一

一

一

一

占

モ

魚

婚

前

倒

見

業

ド

採

卵

指

、ー

『苫

、ー

ご

も
ノ弘、

'l:r 

，rL寸除

え己

利

口

世
帯
員
と
し
f
現
地
に
出
張
し
、
二
、
一
二
参
考
資
料
を
得
た
の
で

此
髭
に
ふ
の
概
略
そ
記
し
て
見
た
い
o

シ
γ
ヤ
モ
は
、
十
勝
及
大
津
川
の
場
合
十
一
月
に
入
つ
子
訴

上
が
開
始
さ
わ
川
る
u

本
裕
的
沢
上
は
二
十
ご
、
三
円
頃
で
そ
の

期
間
わ
ず
か
四
、
五
日
間
に
渇
き
ず
提
く
と
点
十
一
月
犬
t

に
は

殆
ん
ど
況
上
を
認
め
な
い
程
度
に
な
る
u
大
津
漁
業
協
同
組
合

集
計
に
依
る
十
時
及
び
大
津
川
雨
川
に
於
け
仰
心
シ
シ
ャ
モ

ω
水

協
一
高
一
は
上
氏
の
通
り
で
あ
る
o
'

こ
れ
に
到
し
て
探
卵
成
績
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
O

(

前
化

判
明
笠
施
資
料
)

叫
吋
1
同
.
叫
剖
付
制
川
間
川
司
刑
制
1
J川

l

一

陣
降
ト
l
hド
ト
ぃ
ド
「
」
「
民
同
陥
μ
「
川
i
l

一

一
入
一
六
三
一
口
O

一九、八00一二ハ、
O
D
D
一

二

口

口

一

一

一
九
一
二
三
、
二
六
一
一
一
三
五
一
一
五
百
一
回
、
八
九
八
三
五
二
二
O

一

一

二
C
一
三
、
ュ
き
一
三
、
四
五
口
て
品
目
一
、
さ
旦
一
、
売
二
一
一

一
一
一
一
一
車
、
A
O
G
一九、一一
C
Q
一ニ=一、
O
D
O
一凡、一一口
O

一

一

三
一
一
円
口
、
毛
正
一
美
、
八
五
口
一
宅
、
一
豆
一
ユ
口
、
透
。
一
一

二
三
一

l
一

i
一

l
一

!

一

以

卵

質

刷

一

ご
四
一
向
、
=
0
2
一
回
、
ニ
C
C
一一一口、包
O

一

一

二

、

苫

口

一

一

二
五
一
ぺ
し
河
口
(
)
一
一
七
二
ス
Q

一二五二八
O

一
回
、
一
一
6
0
一
一

一一六一一一、一一一一志一一、一一一六
O

一
ニ
、
五
九
{
〕
一
四
四
一
ユ
一
一
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採
卵
は
大
律
川
(
長
日
〉
、
十
勝
川
(
十
勝
太
〉
の
二
ケ
所

ペ
ご
十
四
年
度
以
降
は
長
臼
の
み
)
に
て
行
は
れ
全
部
搾
出
法
ぷ

よ
b
質
御
し
て
ゐ
る
o
捕
獲
さ
れ
た

親
魚
は
向
ち
に
問
問
別
の
土
採
卵
に
使
也

¥ifurLW八、
静

I

用
さ
れ
る
。
一
般
に
雄

ρ民
熟

か

怒

'

、

瞬

麟

麟

欄

ぐ

得

ら

れ

る

精

液

誌

が

極

め

て

少

い

醐

韓

関

v

潟

、

雌

雄

比

は

殆

ん

ど

同

教

託

く

場

開

輔

、

J

合

に

よ

っ

て

は

雌

よ

り

雄

を

多

く

必

融

関

輔

輔

糠

雨
宮
、
と
十
る
。
僅
か
問
、
五
日
間
で
一
定
鞘
醐
鱒
鱗
輔

卵
感
期
一
ゲ
終
え
る
こ

ω種
に

と

っ

て

融

醐

襲

職

鴨

川

か
く
の
如

r
雌
h
雄
と
の
生
抱
一
系
に
醐
盟
輯
離
勝

成

一

震

の

号

、

含

有

す

る

と

と

員

総

融

鵬

醐

欝

目
に
値
す
る
υ

成

熟

せ

る

卵

子

は

そ

誠

醐

輯

輔

欄

輔

の
殆
ん
ど
を
持
出
す
る
事
が
開
来
る
轍
臨
醐
輯
欝
叫

が

、

医

泊

溢

度

に

依

る

卵

子

に

及

ほ

錨

醐

醐

鱒

顧

す
悪
影
響
防
止
民
り
の
見
地
よ
り
採
卵
醐
闇
鴎
臨
唱

に
際
し
て
は
頭
部
よ
内
-
肢
は
川
[
版
鰭
醐
閤
輯
醐

部
位
ド
て
止
め
る
誌
に
し
て
ゐ
る
o

胡
輔
輔
輔

以
上
の
万
訴
に
依
つ
て
の
採
卵
可
能
醐
輔
鴫
-
-
一

卵

敷

を

平

均

三

、

六

O

O

粒

と

し

て

一

ゐ
る
o
こ
れ
は
雌
一
一
国
平
均
泊
予
卵
数
八
・
五
O
O
粒
の
約
四
五

%
に
柑
賞
す
る
D

受
精
さ
れ
た
る
卵
子
は
縦
一
二
五
糎
横
一
一
O
糎

の
椋
粗
皮
張
り
勝
化
訟
に
附
請
さ
せ
十
枚
目
州
結
取
し
て
、
河
沖

に
牧
内
介
す
る
o
卿
化
紘
一
枚
約
八
五
、

0
0
0粒
附
請
す
る
口

ジ
シ
ャ
モ
魚
の
卵
子
は
宇
治
朗
で
球

肢
を
曇
し
、
町
径
一
、
わ
粍
乃
示
一
、

wiN

一
粍
、
卵
寅
に
は
多
数
の
理
主

v
f
¥
ι
r

在
す
る
o
粘
着
性
は
至
っ
て
弱
く
い
討

加勢一
%

i

一
門
局
に
験
搭
ず
る
。
附
活
は
一
部
卵
附
眠

、
臨

~γ

の
反
特
ド
よ
っ
て
行
は
れ
一
る
の
で
は

鞠
線
i

う

な

い

か

と

考

へ

ら

れ

る

o
卯
時
は
在

鞠
一
~
ー
…
右
二
回
あ
る
が
士
川
、
が
若
る
1
く
大
、
ぎ

鞠
バ
い
一
一
一
一
く
(
六
五
一
、
主
巴
右
が
こ
れ
に

覇

醐

詐

¥

比

L
小
さ
い
こ
、
七
三
五
粒
〉
O

一

類

総

…

誤

試

卵

P

民
主
料
一
定
八
二
、

職

麟

機

綴

…

一

%

を

得

た

o
菅
沼
八
O
%
以
上
以

欄
鱗
J
胤

γ札

a

受
精
す
句
作
で
も
の
E
4
4
4

へ
る
υ

樹

齢

麟

蹴

河

川

に

攻

ぺ

刊

さ

れ

h

…
卵
子
は
水
温

醐
J
L

踊
氏
一
乃
至
二
度
正
一
式
う
沢
湖
下
に

舗
臨
時
一
於
て
後
生
や
一
巡
め
る
口
由
民
限
期
比
び

勝
出
期
、
勝
化
率
に
つ
い
て
は
僻
化

探
設
置
河
川
の
表
水
が
設
目
前
後
幾
日

主
将
ず
し
て
結
氷
を
見
る
簡
に
完
全
な
る
資
料
が
何
ら
れ
な
い

が
諸
般
の
事
欣
か
ら
推
祭
し
て
勝
出
に
は
三
ヶ
月
以
上
を
要
す
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る
も
の
で
る
ら
う
と
考
へ
る
o
本
年
度
受
精
卵
子
を
支
場
卿
化

楠
に
於
て
飼
育
試
験
を
行
っ
た
が
水
生
関
設
生
に
よ
る
死
卵
緩

出
の
篤
失
敗
に
終
り
そ
の
粧
温
を
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
得
な

か
っ
た
o
次
年
度
に
於
て
は
人
工
鈎
育
試
験
を
匙
め
る
と
共
に

卿
化
掠
設
置
箇
所
に
於
け
る
俊
生
賦
脳
の
調
一
食
生
住
民
施
究
明
し

た
い
と
思
う
o

シ
γ
ヤ
モ
魚
の
天
然
産
卵
ぼ
に
つ
レ
て
は
釧
路
川
に
於
て
そ

の
場
所
及
び
産
卵
の
朕
態
が
確
認
さ
れ
た

E
聞
く
o
大
津
、
十

勝
川
に
於
て
は
何
口
よ
り
約
七
粁
卜
流
前
記
雨
川
の
分
岐
す
る

こ
股
地
域
及
び
愛
牛
附
託
に
在
る
と
一
云
う
が
未
だ
確
認
さ
れ
て

ゐ
な
レ

o
木
年
は
水
が
少
い
篇
比
較
的
下
流
の
長
日
約
抵
の
河

底
ハ
小
砂
雌
質
)
に
天
然
産
卵
す
る
こ
、
と
も
考
へ
ら
れ
た
の
で

椋
相
皮
を
結
以
し
て
比
下
し
着
卵
の
可
否
を
試
み
た
が
認
め
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
わ
れ
O

シ
γ
ヤ
モ
は
何
れ
の
河
川
で
も
そ
の

沢
上
距
離
が
三
旦
程
度
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
院
で
あ
ゐ
o
こ
の
様

に
限
ら
れ
た
訴
上
区
域
に
於
て
の
み
産
卵
を
行
う
こ
と
は
何
か

親
魚
又
は
卵
子
の
設
生
、
稚
魚
の
浮
新
設
生
時
り
に
制
約
さ
れ
る

或
民
子
|
イ
オ
ン
、
比
一
場
等

i
の
即
位
同
明
白
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

か
と
も
想
傑
え
れ
る
。
支
開
明
脚
附
化
槽
内
で
の
飼
育
が
結
果
と
し

て
不
良
に
終
つ
介
の
に
は
細
菌
、
水
焔
位
聞
の
影
響
の
外
に
案
外

河
口
か
ら
の
距
離
が
大
き
く
野
響
し
て
ゐ
た
の
で
は
た
か
ら
う

か。

シ
シ
ャ
モ
の
踊
語
は
ア
イ
ヌ
誇
で

γ
シ
ユ
ハ
モ
主
一
玄
ふ
こ
と

は
前
述
し
た
Q

漢
字
で
は
柳
葉
魚
と
警
か
れ
る
o
魚
体
は
悲
賦

を
判
長
し
短
少
で
色
彩
も
一
会
〈
柳
の
軍
司
色
に
類
似
す
る
o
沿
岸
来

波
川
町
一
回
、
魚
体
は
淡
黄
色
を
差
し
光
伴
や
有
す
る
o
成
熟
せ
る

雄
は
第
二
次
性
徴
そ
体
色
に
表
は
し
者
る
し
く
盟
、
色
化
す
る
と

共
に
陣
側
に
は
雄
に
特
有
の
無
色
透
明
な
る
液
体
秒
以
っ
て
制

た
さ
れ
る
寒
天
賦
轍
幣
の
陸
越
が
縦
走
す
る
。
こ
れ
が
如
何
な

る
働
S
を
有
寸
る
か
は
不
明
で
あ
る
o
雄
雌
共
に
一
則
部

μ
多
い

担
星
そ
搬
は
し
て
来
る
'
-
と
は
金
魚
、
鯉
鮒
、
と
同
椋
で
為
る
o

雄
と
雌
と
で
は
前
述
桟
色
、
寒
天
扶
同
臨
ん
凶
の
有
無
色
更
に
維
は

雌
に
比
し
啓
鰭
火
び
尾
鰭
九
日
著
る
し
く
大
き
〈
、

H
つ
陪
問
的
色

を
呈
す
る
事
で
一
見
し
て
判
別
が
容
易
で
あ
る
。

維
は
雌
に
比
し
隣
室
、
陸
長
共
に
大
き
い
口
組
一
致
二
五
四
昆

に
つ
い
て
測
定
せ
る
結
呆
は
次
表
の
湿
り
で
あ
G
O

一

全

列

一

千

均

伝

ハ

糎

)

一

測

佐

数

一

一
p
j
ゐ
斗
雪
ー
問
問
一
明
長
金
高
一
目
同
一
員
)
一

一
平
一
一
四
二
一
一
ゴ
一
、
一
二
一
ュ
、
八
一
二
、
正
二
一
、
品
一
一
二
五
一

打
仁

F
Lじ
「
仁
巨

l
K
L伝「しい一い一

測
定
各
部
位

ι於
け
る
最
大
及
最
値
小
は
次
表
の
釦
く
た
る
O

E
引
司
叶
計
引
副
司
斗

一
叩
一
】
4
・(
V
J
】悶・-一】点目・

2to--石
・
凶
布
凶
・
品
川
w
・
。
占
回
・
。
一
コ

-t可
申

-u
一

一
目
一
ぉ
・
]
J
5・岳山・
4
S
己・∞一日
ω
・
官
官
-
印

u
・4
J
日
・
』
凶
?
に
叫

5
・F
一
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シ
V
ヤ
モ
魚
に
は
鮭
鱒
局
特
有
の
あ
ぶ
ら
び
れ
を
極
め
る
。

従
っ
て
健
舗
の
如
く
母
川
調
節
の
事
も
事
貸
で
あ
ら
う
〉
一
息
は

れ
る
、
シ
V
ヤ
モ
魚
は
二
年
に
し
て
母
川
に
澗
闘
す
る
と
一
去
は

れ
る
が
魚
鱗
を
検
ぺ
て
見
て
も
所
謂
多
得
と
鴻
す
る
部
分
の
形

成
が
閥
瞭
で
た
い
か
ら
鱗
の
み
で
は
二
年
洞
鴎
性
之
は
断
慢
出

来
か
ね
る
で
あ
り
う
o
此
慮
で
問
題
に
な
る
の
は
訴
上
自
民
卵
を

絡
え
た
親
魚
は
海
に
降
る
が
こ
れ
が
所
謂
ホ
ツ
チ
ヤ
り
と
し
て

鑑
托
す
る
も
の
か
、
或
は
察
年
一
持
び
親
魚
と
し
ず
産
卵
の
篤
河

川
に
沢
上
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
で
る
令
。
或
漁
協

組
長
は
沢
上
産
卵
期
の
過
ぎ
た
十
二
月
初
句
頃
沖
合
の
手
線
網

ハ
主
と
し
て
大
チ
カ
漁
U

に
は
多
く
の

γ
γ
ヤ
モ
が
策
網
す
る

o

肌
は
黒
く
卵
精
義
共
に
表
少
し
魚
体
は
不
活
滋
な
る
滋
泳
を
し

て
ゐ
る
、
こ
れ
は
朋
か
に
侭
上
産
卵
後
降
海
し
た
る
V
シ
ャ
そ

で
あ
る
o
然
し
時
日
を
躍
る
に
つ
れ
こ
の
魚
髄
は
次
第
に
紫
色

を
泊
し
元
の
姿
即
ち
訴
上
前
泊
俸
に
て
見
ら
れ
る
如
常
一
銀
白
色

と
な
り
腹
部
も
膨
脹
し
全
〈
本
来
の
姿
に
毘
っ
て
仕
舞
ふ
o
こ

の
頃
を
大
チ
カ
と
稽
し
V

V
ヤ
モ
の
成
長
し
た
る
も
の

k
し
て

漁
獲
し
て
ゐ
る
o
叉
鎚
托
し
た
ホ

y
チ
ヤ

p
の
海
岸
に
打
寄
せ

ら
れ
た
の
を
未
だ
か
つ
て
一
度
も
見
聞
し
た
こ
と
が
無
い
。
よ

っ
て
ジ
シ
ャ
モ
は
産
卵
後
決
し
て
錯
托
す
る
も
の
で
は
な
〈
大

チ
カ
と
し
て
再
び
生
長
少
始
め
る
の
だ
と
云
う
o
そ
の
民
俗
に

つ
き
私
は
磯
誌
を
し
た
穫
で
な
い
か
ら
何
ん
と
も
一
疋
へ
な
い

o

し
か
し
な
が
ら
添
上
群
の
体
長
が
略
今
一
定
し
て
ゐ
る
・
」
と
、

鱗
紺
に
も
大
き
な
生
長
的
相
逗
(
輸
紋
数
等
)
の
認
め
ら
れ
な

い
事
、
卵
精
巣
bvp

見
る
に
前
年
度
産
卵
し
た
る
痕
跡
φ

め
る
も
の

に
援
し
な
い
こ
と
ハ
既
収
し
叢
さ
る
こ
と
が
あ
る
が
=
ジ
マ
ス

に
於
て
は
明
か
に
前
年
生
殖
素
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
〉
及
び

大
チ
カ
と
櫓
す
る
、
も
の
の
鰐
長
特
あ
ゐ
V
シ
ャ
モ
の
認
め
ら
れ

な
い
事
等
よ
り
考
へ
や
は
り
保
土
産
卵
後
は
潔
流
降
潟
し
帥
脳
死

す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

今
後
更
に
織
回
し
資
料
相
の
裏
付
け
あ
る
読
閉
そ
矯
し
た
い
と
考

へ
て
ゐ
る
o

大
津
川
、
十
勝
川
の
場
合
、
昭
和
=
十
年
以
前
で
は
γ
シ
ャ

モ
魚
炉
姥
場
も
二
十
ケ
統
以
内
で
あ
っ
た
、
こ
れ
が
本
年
で
は

一
躍
四
十
六
ケ
統
に
培
加
し
て
ゐ
る
。
加
う
る
に
機
械
舶
の
護

法
に
依
る
沿
岸
提
出
も
着
る
し
く
増
加
し
て
来
丈
、
こ
の
健
で

行
け
ば
凡
ら
〈
該
河
川
に
於
け
る
シ
シ
ヤ
唱
は
そ
の
姿
さ
え
凡

せ
な
く
な
る
で
あ
ら
う
o
静
だ
の
み
は
品
目
遠
い
ア
イ
ヌ
の
惇
設

と
し
て
こ
そ
意
味
も
付
け
ら
れ
よ
号
。
資
源
は
科
態
的
に
維
持

増
殖
さ
れ
る
と
英
に
こ
れ
に
あ
っ
か
る
関
係
者
の
心
か
ら
の
甑

識
と
努
力
と
が
必
要
で
あ
る
o

天
然
産
卵
床
保
護
の
立
場
か
ら
生
ま
れ
る
禁
漁
阪
の
設
置
も

漁
協
慢
の
制
限
と
調
終
及
び
本
種
資
源
に
つ
い
て
の
一
般
に
判
ず

る
瞥
蒙
と
宜
侍
等
身
こ
れ
ら
の
腕
策
と
相
侠
っ
て
未
だ
多
く
の

未
解
決
分
野
を
践
す
シ
シ
ャ
モ
魚
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め

る
事
は

γ
シ
ャ
モ
に
限
ら
ず
水
産
資
源
維
持
増
進
上
の
共
通
な

る
一
課
題
で
る
る
〉
思
う
も
の
で
あ
る
o

ハ
地
方
技
官

十
勝
支
場
〉


